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	県立広島病院　がん相談支援センターニュース 2026年VOL.1　☎082-254-3561
	今日から始める「がんの防災対策」 〜自分と家族を守る備え〜
	地震や大雨、 台風などの災害時には、「病院に連絡できない」「薬が足りない」「避難先で体調が不安」 といった困りごとが起こることがあります。  ふだんからの備えが、 安心につながります。
	治療中の災害への備え
	1. 治療継続のための「お薬手帳」活用術
	２. 常に持ち歩くべき「治療情報の控え」
	３．災害発生時の行動指針
	４．一人で悩まないで『がん相談支援センター』の活用
	がんになった時の備え



	がんになる前の備え
	生涯で2人に1人が罹患するとされるがんを、 突然の災害のように捉えて事前に備える「がん防災」という考え方があります。
	がん検診～早期発見が大切です～
	国が推奨するがん検診
	がん防災チェックリスト
	※１の主治医の意見書が必要な方は、がん相談支援センターまでご相談ください。 また、当院では産業保健総合支援センターの両立支援員や社会保険労務士等の無料出張相談を行っています。

	県立広島病院　がん相談支援センター 　☎082-254-3561
	がんになる前の備え
	治療費だけでなく 生活費への備えが重要です。
	がんは2人に1人がかかる身近な病気であり、がん患者の約3人に1人は現役世代です。

	告知直後の退職を避け、 治療と仕事の両立の準備を進めましょう。
	治療の進歩や副作用対策の発展で、 進行したがんでも社会で活躍しながら治療ができる時代になりました。





